
 

くもり 25027 歩 823.7Kcal 

午前 9：15～ 出発集会 

   9：30 出発 

川崎市役所→平間公園→中原平和公園（平和館）→新城公園 

                        13.3ｋｍ 

 今日は、少し風はあるものの歩きやすい気候の中の行進となった。後藤さんが帰宅

したため、明日の夕方まで 3 人だ。警察車両に続き、県民平和行進（生協関係）の

隊列→国民平和行進の隊列が続いた。沿道の人たちに声をかけ手を振り訴えると、笑顔や手を振り返して反

応が返ってくる。沿道の人たちの少しの反応も見逃さない。すかさず「ありがとう」と声をかける。少し照

れたように笑顔になる。その反応で私は元気を貰い笑顔になる。平和が好きなんだ、戦争はいやだ、この行

進は無駄ではないんだ、理解してくれてると実感する瞬間でもある。やっぱり平和活動はやめられない！ 

 晴れ  29887 歩  980.2Kcal   

 午前 9：15～  高津区役所出発集会 

    9：30～  行進出発 

 高津区役所→東高根森林公園→多摩区役所→生協寺尾台店→麻生区役所 15：50 到着 

                               14.9ｋｍ 

  今日は朝から晴天に恵まれた。朝から汗がにじむ。高津区役所の出発集会で原爆被災者の会・おぜきさ

んの挨拶の中で、「自分が受けた軍事教育は、その当時でも古いものだった。年中、戦争をしていた国が 60

年間も戦争をしていない事はすごいこと。あの当時から見れば信じられない」と話されていた。日本もやれ

ば出来るんだ。この先、永久に戦争をせず、武器を捨て、平和のために国際貢献が出来るはず・・・。同じ

過ちを繰り返そうとしている哀れな政府には頭が痛い。アメリカにしがみつき、税金をつぎ込み、基地強化

に力を注ぎ、アメリカの盾になり、国民の命を犠牲にする。その政策に力を貸す政治家たち。力を貸し、そ

こから何を得るのか？地位・名声・金・・・なのか？人の痛みを分からない人間が国民の命を守れるのか。

医療従事者として許しがたい現実だ。 

 昼から沿道の人たちにチラシを配った。すぐアクシデントありっ！！ある青年が宣伝カーにしがみついて

いる。彼が言うには、「平和行進は認めるが、なんで車が走ってる？人が乗って喋ってる？平和行進なら全

員歩くべきだ。あんな大きな車を走らせて大きな音を出して公害だ。責任者を出せ。どういうつもりだ！今

日は許してやる。明日は全員歩け。」警官が間に入るが、10分近く興奮して警官に話をしている。警官も「こ

の人たちの勝手だ。君に関係ない。」そんな答えって・・・ないと思うんだけど。私たちの事をデモ隊とい

う人たちだから仕方ないのか。私たちは平和行進をしてるんですが・・・。ここはこだわりたい。結局、チ

ラシを 1枚あげたら収まった？？？この世の中、色々な思想を持った人がいるのだ。 

中原平和館で館長からメッセージと中原原水協の横山さんからこの平

和館の経緯を話していただいた。もともと米軍基地だった所を住民の

力で取り返し、平和公園と高校、平和館を建設した。本来、あるべき

姿に戻った土地である。昼休憩の短い間ではあったが中を見学させて

貰った。川崎市の戦災をまとめ視覚に十分な刺激を与えるものが多く、

全て見れなかったのが残念だった。 

昼からはコースの変更があったが、母の日でもあり人通りも多く、ピ

ースアピールに反応が多かったのが嬉しかった。行進３日目だがニュ

ーヨークを歩き回ったせいか足のダメージはない。自己管理して、明

日も頑張ろう！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 晴れ通り雨あり  25253 歩  807.4Kcal 

 午前 9：00～ 出発 

B コース 江田駅→小黒公園（ジェット機墜落事故説明）→青葉区役所→生協桜台店 

   →十日市場駅入口→中山商店街→緑区役所   15：20 到着 

                    12Kｍ 

 出発から 15 分後、28 年前に米軍ジェット機墜落事故現場を通過し小黒公園で、

のむぎ太鼓に迎えられたのち出発式が始まる。最初に 1 分間の黙祷を捧げたのち被

害者の家族でシイバさんから当時の状況などの話があった。1977年、ジェット機墜落で子供二人をなくし、

妻であり子供たちの母親は闘病生活の末、亡くなった。1980年に裁判をおこし、87年に勝訴したが、その

後の生活は変わっていないという。沖縄のときと同じ墜落現場は米兵によって閉鎖され、被害者である家族

さえ家に近づけなかった。現場に碑を建てることも許されず、事故を風化させようとした自治体に憤りを感

じた。次は我が身と思っている人はいるだろう。戦争をしないと憲法にうたっている日本には、武器も基地

もいらない。人を殺すしかない武器になんの使い道があるのだろう。一般人が人を殺せば犯罪になるが、軍

人が敵を 100 人殺せば英雄になる戦争。一度なくなった命は二度と戻らない。その殺された人の人生も戻

ってこない。人間の尊厳をも踏みにじる核兵器。核兵器を使って何の利益がある？そこには核保有国の醜い

優越感と達成感。そんなことの為に人の命が犠牲になる。そんなこ

との為に地球が汚染されていく。なんて悲しいことだろう・・・そ

んな事を考えながら、のむぎ太鼓に見送られ公園を出発する。心地

よい太鼓の音が行進を前に進めてくれる。休憩中に新婦人の方が作

った素敵なビーズの９条ペンダントを頂き、広島まで着けていくと

約束した。作った人の平和の思いが込められたペンダントが、始ま

ったばかりの行進を後押ししてくれる。明日も頑張るぞっ！ 

 曇りのち晴れ  27192 歩  926.4Kcal 

 午前 9：20～ 港北区役所前 出発集会 

    9：45～ 出発 

B コース：港北区役所→樽町→生協末吉店（平和集会）→鶴見駅→本町→入船公園→ 

         安善駅→米軍鶴見貯油施設（施設説明・抗議行動） 15：45 到着 

                     12.8Km 

  昼休憩中に平和集会があった。うたごえや腹話術、NPT 報告、被爆体験などを聞いた。被爆者・本田き

よしさんは長崎で被爆した。船員だった本田さんは三菱造船所にいた所で原爆に遭い、光と爆風で長崎が変わ

った。さっきまで普通にしていた人の顔がどこにあるか分からないほど火傷をおっていた。船から街を見ると

火の海になり、足の踏み場も無いほど人が倒れていた。骨だけになっている人もいた。“助けてください・・”

と言われても自分たちは何も出来なかった。９条を守らなければ・・・と訴えていた。 

 今日の最終到着地は米軍鶴見貯油施設だ。広大な敷地にジェット燃料が貯油されており、横田や厚木、三沢

にまで輸送されている。1979年７月にエリアⅡの 306号タンクに落雷があり、大火災が発生した。約４時間

半にわたり燃え続けた。付近には、日本の石油タンクがあり一歩間違えば大災害につながる可能性があった。

エリアⅠでは貯油はされず、すべてエリアⅡに貯油されている。

２つは鉄道、パイプラインでつながっている。エリアⅠに到着時、

ゲートには二人の兵士がこちらをビデオで撮影していた。敷地内

には日本とアメリカの国旗が並んで立っていた。ゲート前で抗議

行動を行い、行進終了となる。施設は何食わぬ顔をして機能して

いる。ここは日本だ。悲しい光景だ。言葉が出ない。日本政府は

過去の戦争で何を学んだのか。この状況を見る限り何の反省もし

ていない証拠だと実感した。日本はアメリカの支配下にあり、言

ったことは何でも聞く子どものようだ。 


